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このダイジェスト版は、2019年の当社のサステナビリティ活動の一部を紹介したものです。
詳細についてはホームページをご覧ください。　https://corp.asics.com/jp/csr/
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当社のサステナブルな活動
は、世界のESG投資格付け
機関などから高い評価を受
けています。

トップメッセージ

社外からの評価

　アシックスは、創業者の鬼塚喜八郎がスポーツによる青少年の育
成を通じて社会の発展に貢献することを志して興した会社です。社名
の由来となった創業哲学「Anima Sana In Corpore Sano（健全な
身体に健全な精神があれかし）」は、世界中の人々が心身ともに健康
で幸せな生活を実現してほしい、という私たちの願いそのものを表し
ています。
 
　2019年末以降、新型コロナウイルス感染症が世界中に広がり、
人々の生活環境を脅かしています。アシックスでは、感染防止対策と
して、店舗の一時休業や在宅勤務等、お客様、取引先、従業員の安全
の確保に努めています。また人々が活動的に過ごせるようにソーシャ
ルメディアを通じて在宅トレーニングプログラムを提供しています。
私たちは、世界中の人々が心置きなくスポーツを楽しみ、心身ともに
健康に過ごせる日々が一日も早く来ることを願っています。
 
　一方、気候変動の問題はかつてないほど深刻になり、スポーツの現
場にも様々な影響を与えています。昨年、アシックスは、2050年まで
に温室効果ガスの排出を実質ゼロにすることを目指して、Science 
Based Targets（SBT）として認定された温室効果ガス排出量の削
減目標をさらに引き上げることにいたしました。これは産業革命以前
からの平均気温上昇を１．５度未満に抑える世界的な取り組みと歩調
を合わせたものです。また、取締役会の諮問機関として、社長COOを

委員長とするサステナビリティ委員会を新たに設置しました。TCFD
への賛同と合わせて、気候変動の課題に積極的に対応すると同時
に、サステナビリティへの対応をより一層推進していきます。
  
　さて、2021年に開催延期となりました東京2020オリンピック・パ
ラリンピック競技大会では、サステナビリティが重要なテーマの一つ
と位置付けられており、東京2020組織委員会では、大会が調達する
すべての製品とサービスを対象に、「持続可能性に配慮した調達コー
ド」を策定しています。私たちは、スポーツ用品カテゴリーで唯一の
東京2020ゴールドパートナーとして、日本代表選手団のオフィシャル
スポーツウェアをはじめとして非常にたくさんのアイテムを製造しま
すが、これら全てのアイテムが、サステナブルな方法で製造されるよ
う、調達方針を定めて運用しています。特に東京2020日本代表選手
団のオフィシャルスポーツウェアは、日本全国から集められた思い出
のスポーツウェアをリサイクルして製造する画期的な取り組みによっ
て生まれました。
 
　本年は、当社のサステナビリティ５か年計画の最終年でもあり、す
でに2030年に向けて新しい計画の策定を開始しました。サステナビ
リティは、これまでも、これからも、アシックスの経営の中核をなすも
のであり、私たちは、国連のSDGsに沿って、ビジネスと地球環境の
持続可能な未来に向けて努力し続けます。 

ESG投資指標 DOW JONES 
SUSTAINABILITY ASIA/PACIFIC 
INDEXの対象銘柄に選定

代表取締役 社長COO
廣 田  康 人

代表取締役 会長CEO
尾 山 　 基

ＣＤＰ気候変動で「B」スコア、
サプライヤー・エンゲージメント評価で
最高評価を獲得

FTSE4GOOD INDEX SERIES、
FTSE BLOSSOM JAPAN INDEXの
対象銘柄に選定

MSCIジャパン
ESGセレクト・リーダーズ指数に選定



03

 

 低 高アシックスの企業戦略における重要性
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サステナビリティ活動の枠組み

　創業理念に基づくブランドメッセージ「I MOVE ME™」に連動し、サステナビリティ活動を「I MOVE ME™ 
Smarter（環境への配慮）」と「I MOVE ME™ Stronger（人と社会への貢献）」の２つの柱に分類し、それ
ぞれの柱に目的を設定しています。全社及び各部門の事業戦略にＣＳＲ及びサステナビリティの考え方を取り
入れています。全従業員の日々の活動を通して、企業活動全般にそれを浸透させ、体現することは、企業が果
たすべき責任であると認識しています。

持続可能な開発目標（SDGs）に向けて
SDGsの達成に貢献できるよう、これらの目標と当社のサステナビリティ戦略が整合しているかを確認していま
す。アシックスの事業活動は17の目標全てに関連しますが、下図の6つの目標に最も貢献できると考えています。

環境への配慮
地球環境に配慮し、快適に
スポーツできる環境を将来
世代に伝えます。

製品
イノベーションの力で最小限の資源
でベストな製品を開発しています。

事業運営
当社事業所やサプライチェーン上の各
種資源やエネルギー使用量、廃棄物
の削減に取り組んでいます。

マテリアリティ評価プログラム

　様々なサステナビリティ課題の中で、当社が積極的に関与し、解決に向けて取り組む課題の優先度を特定
するために、定期的にマテリアリティ(重要性)評価プログラムを実施しています。当社ではステークホルダー
にとっての重要性と企業戦略に対する重要性の２軸で評価しています。図は2019年時点で最も重要であると
特定された12の課題を示しています。

　スポーツ用品メーカーにとって「製品安全と品質」は、お客様の安全と満足のためにもっとも重要なものと
考えています。それを実現するために製造現場の「職場の安全衛生」と「倫理的な職場環境」に注力していま
す。また公正な企業経営の上で「ガバナンスと開示」も重視しています。これらの土台の元に、各種サステナビ
リティ課題への取り組みを強化しています。

SMARTER 
for Planet

人と社会への貢献
私たちは人の可能性を信じ、そ
の最大能力が発揮できるよう
働きかけを行います。

STRONGER 
for People

Products

サプライチェーン
透明性が高く、公正で倫理的な
パートナーシップを構築し、製造
工程の人々の人権を擁護します。

Operations

Supply chain

世界の人々の健康
革新的な製品やサービスを提供し、人々
の心身の健康を促進します。

Health and well-being

人財と社会貢献
スポーツの力で地域社会をサポートし、
明るく健康的な社会に貢献します。

Communities
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© JOC/JPC/ASICS

▲ 東京2020オリンピック・パラリンピック日本代表選手団のオフィシャルスポーツウェア

▲ METARIDE™

▲ 環境配慮型紙製のショッピングバッグ

思い出のスポーツウェアを
日本代表選手団のオフィシャル
スポーツウェアにリサイクル
　国民の皆さんの思い出の詰まったスポーツウェ
アをリサイクルし、東京2020オリンピック・パラリ
ンピック日本代表選手団のオフィシャルスポーツ
ウェアに生まれ変わらせるプログラム「ASICS 
REBORN WEAR PROJECT」を実施しました。全
国から集められた約４トンのスポーツウェアを新し
いポリエステル繊維にリサイクル。その繊維を使っ
てウェアやシューズを製造しています。リサイクルポ
リエステルの採用によって、省資源、温室効果ガス
の削減を実現。モノづくりの力で、循環型社会を推
進します。

サステナブルで高機能な素材
セルロースナノファイバー (CNF)

　次世代高機能素材として注目されるＣＮＦを使
用したシューズ「ＭＥＴＡＲＩＤＥ™」を発売しまし
た。ＣＮＦは木質資源を原料とする極細繊維で、
鋼鉄の５分の１の軽さでありながら、５倍以上の強
度を有します。CNFは複数のモデルのシューズに
展開されており、現在までに全世界で700万足以
上販売をしています。CNFの活用により、サステナ
ビリティと機能性の両立を実現しています。

Products

シューズ工場での
CO2削減の取り組み 

　2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロ
にすることを目指し、産業革命前からの気温上昇
を1.5℃未満に抑えるための温室効果ガス排出削
減目標の設定を表明しました。シューズの1次生産
委託先工場での石炭使用を撤廃するなどし、製造
工程でのCO2排出量を削減しています。

プラスチック製
ショッピングバッグの廃止

　全世界の直営店を対象に、使い捨てプラスチッ
ク製ショッピングバッグの2020年末までの全廃に
向け、環境配慮型紙製ショッピングバッグへの切
り替えを進めています。

　アシックスの製品は、高い安全性と機能性に加え、より環境負荷が小さくなるよう設計、材料選定され、
製造・輸送を経て販売されています。特に、気候変動に密接に関係するCO2などの温室効果ガス排出量に
ついては、2050年の排出量実質ゼロを目指して戦略的に削減に取り組んでいます。

2030年度に向けた目標と2019年活動実績

38%

Products Operations

Operations

事業所からのCO2排出
量を2030年までに削
減（SBT目標）

55%
製品あたりのCO2排出
量を2030年までに削
減（SBT目標）

27.9%
スポーツシューズの1次生
産委託先工場での1足あた
りのCO2排出量を削減
（2015年比）

環境への配慮

100%
石油由来のポリエステル材
を再生ポリエステル材に
2030年までに切り替え
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▲ 女性のキャリア形成支援

▲ ASICS Sports Complex TOKYO BAY

▲ 東京2020大会のフィールドキャスト（大会スタッフ）ウェア

▲ カンボジアの工場

▲ シリアの子どもたちのスポーツ大会

Supply chain
Health and 
well-being Communities

Communities

人々の健康を推進

　世界最大級の都市型低酸素環境下トレーニン
グ施設「ASICS Sports Complex TOKYO BAY
（アシックス スポーツコンプレックス 東京ベイ、
運営会社：アシックス・スポーツコンプレックス株
式会社）をオープンしました。短時間で効果的に
身体を鍛えられ、生活習慣病の予防および改善
にも効果が期待できる低酸素環境下トレーニン
グは、世界的に健康志向が高まる現代に求められ
ているトレーニング方法と言えます。今後も、当社
がつちかってきた知的技術を生かしみなさまのス
ポーツ体験に新たな価値を提供し、心身の健康
をサポートしていきます。

ダイバーシティ&
インクルージョンの推進

　経営戦略として、多様な人財を受け入れて活か
すことでイノベーションを創出し持続的な成長に
つなげる組織風土づくりを進めています。特に女
性のキャリア形成支援を行い、マネジャー以上の
管理職、経営職が増えています。

シリア難民の子どもたちに
スポーツプログラムを提供

　国際NPOのRight To Playとのパートナーシッ
プを通じて、避難生活で安全に遊んだりスポーツ
をする環境にない難民の子どもたちに、スポーツ
プログラムの提供を行っています。

工場に苦情相談窓口を設置 

　東京オリンピック・パラリンピック競技大
会組織委員会では、大会が調達するすべて
の物品・サービスに対して、「持続可能性に
配慮した調達コード」を策定し、パートナー
にその遵守を求めています。当社はスポーツ
用品カテゴリーで唯一の東京2020ゴールド
パートナーとして各種のスポーツ用品を納入
し、また東京2020公式ライセンス商品を販
売していますが、それらを生産する委託先
工場に対し、当社の基準や調達コードを遵
守するよう求めています。その取り組みの実
効性を高める一つの方法として、委託先工
場で何らかの問題があった場合に、工場従
業員が当社に直接連絡できる苦情相談窓口
を対象工場へ設置しました。

　アシックスでは製品を作る工場や当社の従業員が生き生きと働くことができるよう各種の取り組みを
行っています。また、スポーツを楽しむ環境にない子どもたちにスポーツの機会を提供しています。

2019年活動実績

100%
アシックスグループの全１次生
産委託先工場にサプライチェー
ン管理プログラムを適用

95%
アシックス基準以上の
１次生産委託先工場
の割合

$50万
コミュニティへの資金物品
援助額

10.6%
アシックス本社の女性管理
職比率

人と社会への貢献
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ASICS SUSTAINABILITY

人の可能性を信じ、
その最大能力が発揮できるよう

働きかけを行います。

 

STRONGER for People

製品使用後の
リサイクル

人々がスポーツを
楽しめる環境づくり

工場での適切な
労働環境

環境負荷の
低い工程

環境負荷の
低い輸送

環境負荷の
低い販売

環境負荷の
低い素材

地球環境に配慮し、快適にスポーツできる環境を
将来世代に伝えます。

SMARTER for Planet

　アシックスでは、サステナビリティビジョン実現のため、製品・サービスの企画・デザインから
製造、使用中、使用後の全般にわたりサステナビリティを考慮した事業活動を行っています

サステナビリティ・ビジョン

“将来世代にわたり より多くの人を より躍動的に
　より心身ともに健康的に サステナブルな世界のために”
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